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大阪大学
RPA導入奮闘記

どうも。
ワタシ、阪大公式マスコット

「ワニ博士」です。
今日は 宜しくお願いします。 Dr. Wani,

OU mascot



はじめに
• 2020年11月にRPA導入実証実験開始
• 人事課・資金管理課が対象
• ソリューションは「WinActor®」
• ベンダーは、NTTデータ関西様
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2021.1.6 日刊工業新聞第5面

2021年1月6日 日刊工業新聞
「職員の事務効率化」に向けた取り組み

として大きく掲載

大学でも進む働き方改革、阪大が事務業務でＲＰＡ実証実験
https://newswitch.jp/p/25387



なぜ人事課なのか
• 「人事」が見るべきは、PC画面？構成員の顔？

https://winactor.com/case/winactoruse/5531/

任用係の業務
学内の常勤教員/非常勤職員等の任免手続き
★年間10,000件以上の契約書発行業務
★上申書受付、チェックリスト・契約書・原議書印刷

人事課（特に任用係）は

年間を通じて定型業務が多い
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RPA 大学 導入事例



人事課での新たな業務改善事例
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通勤手当等諸手当のWEB申請化
従来、紙ベースで提出させ、
本人→部局→本部としていたプロセスを
WEB化し、大幅な業務削減を実現

共済組合関係手続のポータル化
煩雑だった手続きのプロセスをポータル化し、
わかりやすさを追求



RPA導入までの経緯
2019年 秋 RPAの存在を知る

冬 人事課で、独自導入に向けて検討開始

2020年 春 コロナ禍の在宅勤務期間中に業務の可視化

夏 人事課のみで約1700時間/300万円分の創出効果試算

9月 NTTデータ関西との「実証実験」を計画

10月 関係部署調整の上、執行部了承

11月 RPA導入実証実験開始

12月 業務のシナリオ化開始

2021年 1月 シナリオの業務へ展開

他部署への展開

本日 NIIシンポジウム

2月 業務での運用

3月 最繁忙期をRPAで乗り切る
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他部署の職員に人事課スタッフがデモを実施



過去の定型業務の削減方法

・大型システム導入
⇒非効率な定型業務をシステム化
業務の洗い出し、仕様書・マニュアル作成
多額の初期費用、新たな定型業務の発生

・集約化、一元化
⇒重複する定型業務の集約
組織の改編、人員の異動を要し、
心理的抵抗感が大きい。

定型業務の重複が多いね。
システム化して、一元化しよか！
コンサルもそう言うてたし。

大きなメスによる定型業務削減。
現場混乱に対するアレルギー・・・
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トップダウン！

定型業務「削減」による
業務の増加が・・・



RPAのメリットを再確認
・定型業務の代行！
⇒人が行う作業をRPAが肩代わり
その【創出した】時間を企画業務に！

・スモールスタート！
⇒特定部署で導入可能、規模に応じた運用可

100万円/年のライセンスで24時間365日

・効果測定が即時的！
⇒ログで測定可能。ダメならやめられる。
人 vs RPA ●●作業＝△△件×□分。

ほな、一度、
RPAを導入してみよか。

ボトムアップ！
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⑤一部部局でも活用を始めてみて本格導入へ！
④事務機構全体でRPAを実践開始。効果測定

③他の部課で、RPAに馴染みそうな業務を洗い出し
②少しずつ、事務機構内でRPAの認知度を拡大中

①人事課/資金管理課でスタート

実証実験スケジュール

年
度

令和2年度 令和3年度

月 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 …

本
格

導
入
へ

大阪大学【ＲＰＡ試行実証期間】

大阪大学・ＮＴＴＤ関西
【実証実験期間】

大学スタッフによる自律的運用
事務機構・部局への展開可能性検証

導入効果測定
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組織内でRPA拡大の鍵①
・「正常性バイアス」どのように克服するか？

別に困ってへんし。シナリオめんどくさそうやん。今のままでエエよ。
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一度、RPA動いてるところをみてみ！こんなこともできるで！
あんな手続きも、もしかしたらできるかもよ！ね？

ほんまや！たしかにワタシの係のあの業務できるかも・・・
改善の妄想が膨らむわ。



組織内でRPA拡大の鍵②
・RPA導入の「目的」が伝わっているか？

人員削減のためやろ？もう人も時間も減らされへん！
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「削減」が目的ちゃう！「時間の創出」！が目的！
企画業務・業務改善の相談にあててもいいねんで！

なるほど。ポジティブにとらえたらいいんやな？
事務はその時間を「企画型業務」に使える。

先生方はその時間を「教育・研究」に使える。



組織内でRPA拡大の鍵③
・「一部の職員だけ」で盛り上がってないか？

君らだけ楽しそうやねぇ？我々は関係ないんやろ？
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そうやねぇ。確かに楽しい。
でも、同じことは、あなたの係でもできる！
使い倒さな損やねん、いっしょにやろ！

そこまでいうなら、ちょっといっしょにやろか…？
おお！たしかに！これは…楽しい！



拡大のための具体例
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人事課がRPA導入に期待する効果
• RPAをOJTのツールに！ →知らずに業務効率化

RPA活用には、業務の可視化・業務プロセスの整理が必須
RPAに強い職員が、その能力で、他の職員を育成
業務効率化も、企画型業務も、スタッフ教育も内製化
⇒人が人を育成し、Human Resourcesの最大活用！

・働き甲斐の向上を！→明日の出勤が楽しみに
「定量的」事務改革から「定性的」事務改革へ
アンケートの実施によって、企画業務へのシフトを調査予定
⇒「構成員」が笑顔で楽しい仕事をしているか？「顔」を見られる！

おしえてあげる!
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来るべきDXへRPAの貢献に期待
授業評価

シラバス整備
教育の質保証
各種申請対応
学務情報管理

入試業務

経営のた
めのRPA

14

論文収集
事務作業削減
研究時間確保
申請書作成代行
委員会受付
データ解析

データ解析
レセプト請求

情報収集・共有
患者情報収集
収益チェック
債権処理

相互のデータ
共有・交換にもRPA
は有効！



これからの課題
• いつまで人事課が率先するべき？

⇒全学的に俯瞰して中長期的な視点で管理する組織はどこなのか。
⇒どこかの特定の部署が良いのか、チームが良いのか。

• RPAライセンスをどのように管理するの？
⇒学内の基盤システムに入るためにRPAにIDを付すことが必要。
⇒複数あるキャンパスに、どのライセンスをどれだけ設置するべきか。
⇒どの部署が、いつシナリオを使うのかの時間管理をどうするか。

• 作成したシナリオの適正な管理方法は？
⇒似たようなシナリオの譲り合いが可能。シナリオのライブラリ化が夢。
⇒野良ロボットを作らない。RPAブラックボックスを作らない。
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まとめ
・RPA導入はボトムアップが望ましい

⇒現場の皆さん。あきらめないで！
⇒管理職層の皆さん。まずは、馴染みそうな現場を見つけてください！
⇒先生方。積極的に事務の後押しをお願いします。

・RPAは今後の大学経営に必須のソリューション
⇒「AI・RPA をはじめとしたデジタル技術の活用」
⇒事務的視点だけでなく、教育サービス、研究力向上、IRにも効果的。

・積極的な情報開示で学内の仲間を増やす
⇒外部へのプレスリリースを活用しても、ターゲットは学内。
⇒都度、情報を開示して、現場の状況を共有しながら浸透を目指す。
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ありがとうございました！
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本日は、RPAのお話をさせていただきました。
くだけた内容となり申し訳ございません・・・。

「RPAを導入したい！だけどどうすれば？」

という皆さんと状況を共有できましたら、
それは、ワタシも、とてもうれしい！
このような機会をいただきましたこと

心から、感謝申し上げます。

ありがとうございました。
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